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１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道茅部郡森町字赤井川 から

北海道二海郡八雲町東野 まで

（ロ）　延　　　　長 ２９．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道茅部郡森町字赤井川

２９．５

北海道二海郡八雲町東野

１００

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間
設計速度

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０

２．５０ ―

―

―

４

計

往復分離する区間

左　側

用地買収 　摘　要

車線

設　計　区　間

計

工事施工

２．５０×２

１．２５×２

―

１．７５×２

右　側

５．００

橋梁高架部分

橋梁高架部分

摘 要

別　　紙　　１

―

―

―

―

（長大橋） ――１．７５×２

トンネル部分

（中小橋）

２ 車線

北海道二海郡八雲町東野

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左　側

北海道茅部郡森町字赤井川

構造による区分

３．５０ ―



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大沼インターチェンジ（仮称）

森インターチェンジ（仮称）

落部インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）７０，６７７

備　　　考

北海道二海郡道道落部インター線

道道森インター線

八雲町東野

立体接続

北海道茅部郡 立体接続

森町字森川町

森町字赤井川

別　　紙　　１

接続の位置

北海道茅部郡

接続の方法

平面接続

他の道路の

路線名

道道大沼インター線



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

　４

３１

別　　紙　　１

　 ５

２５

１２

　３

５２，１１５

５１，０３８
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道二海郡八雲町東野 から

北海道二海郡八雲町立岩 まで

（ロ）　延　　　　長 １６．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道二海郡八雲町東野

１６．０１００

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

北海道二海郡八雲町立岩

延　　長



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０

―

計

往復分離する区間

左　側

２．５０×２

―

―

― ―

計

工事施工

右　側

往復分離しない区間

左　側
摘 要

別　　紙　　１

用地買収 　摘　要

車線２ 車線 ４

設　計　区　間

北海道二海郡八雲町立岩

５．００

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０ ―

―

―

土工（掘割）部分
―

１．７５×２

１．７５×２

北海道二海郡八雲町東野

構造による区分

トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋）

―

――

―



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

落部インターチェンジ（仮称）

八雲インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）３１，８０８

北海道二海郡 立体接続

八雲町立岩

北海道二海郡

接続の方法

八雲町東野

別　　紙　　１

立体接続

備　　　考接続の位置他の道路の

路線名

道道落部インター線

一般国道２７７号



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

　４

３０

別　　紙　　１

 ５

２２

１２

１１

８，２４８

８，３９７
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道二海郡八雲町立岩 から

北海道山越郡長万部町字国縫 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道二海郡八雲町立岩

２１．７１００

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

北海道山越郡長万部町字国縫

延　　長



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０

―

計

往復分離する区間

左　側

２．５０×２

―

―

― ―

計

工事施工

右　側

往復分離しない区間

左　側
摘 要

別　　紙　　１

用地買収 　摘　要

車線２ 車線 ４

設　計　区　間

北海道山越郡長万部町字国縫

５．００

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０ ―

―

―

土工（掘割）部分
―

１．７５×２

１．７５×２

北海道二海郡八雲町立岩

構造による区分

トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋）

―

――

―



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

八雲インターチェンジ（仮称）

国縫インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）３２，７６７

北海道山越郡 立体接続

長万部町字国縫

北海道二海郡

接続の方法

八雲町立岩

別　　紙　　１

立体接続

備　　　考接続の位置他の道路の

路線名

一般国道２７７号

一般国道２３０号



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

　４

３０

別　　紙　　１

 ５

１８

１２

１１

９，４１１

９，３５４
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道余市郡余市町登町 から

北海道小樽市新光町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２３．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

北海道余市郡余市町登町

北海道小樽市新光町

１００ ２３．４

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０ ――

１．７５×２

１．７５×２

２．５０×２

１．２５×２

設　計　区　間

北海道余市郡余市町登町

用地買収 　摘　要

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

北海道小樽市新光町

３．５０

２．５０
トンネル部分

―

―

―

往復分離する区間

―

―

―

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

余市インターチェンジ（仮称）

小樽西インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

平面接続

北海道小樽市 立体接続

塩谷

北海道余市郡

余市町登町

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

１０６，２１１

他の道路の

路線名

道道登余市停車場線

道道小樽環状線



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

　１

３１

別　　紙　　１

１８

３１

　４

　３

１４０，０１９

１３３，７６２
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道夕張市紅葉山 から

北海道勇払郡占冠村字シムカプ原野 まで

（ロ）　延　　　　長 ３４．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

北海道夕張市紅葉山

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

１００

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

３４．５



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

トンネル部分

１．７５×２

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側 右　側

北海道夕張市紅葉山

構造による区分

２ 車線 ４

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

―

―

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

摘 要

別　　紙　　１

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

用地買収 　摘　要工事施工設　計　区　間

２．５０×２

１．２５×２

― ―

―２．５０

――

―３．５０

１．７５×２ ―３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

夕張インターチェンジ

穂別インターチェンジ（仮称）

占冠インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

紅葉山

他の道路の

路線名

一般国道２７４号

北海道勇払郡

北海道夕張市

接続の位置

別　　紙　　１

立体接続

むかわ町穂別

備　　　考接続の方法

立体接続

占冠村字シムカプ原野

立体接続

北海道勇払郡

１３８，６５６

道道穂別インター線

一般国道２３７号



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１１

２４

　１

　３

　８

３１

１５３，１８８

１４９，１１９
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１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字シムカプ原野 から

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

（ロ）　延　　　　長 ２６．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間
設計速度 延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

２６．２

北海道勇払郡占冠村字上トマム

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．５０ ―

トンネル部分

（中小橋）

２ 車線

北海道勇払郡占冠村字上トマム

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左　側

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

構造による区分

（長大橋） ――１．７５×２

５．００

橋梁高架部分

橋梁高架部分

摘 要

別　　紙　　１

―

―

―

―

設　計　区　間

計

工事施工

２．５０×２

１．２５×２

―

１．７５×２

右　側

用地買収 　摘　要

車線４

計

往復分離する区間

左　側

２．５０ ―

―

―

―３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

占冠インターチェンジ（仮称）

トマムインターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

立体接続

他の道路の

路線名

一般国道２３７号

別　　紙　　１

接続の位置

北海道勇払郡

接続の方法

北海道勇払郡 立体接続

占冠村字上トマム

占冠村字シムカプ原野

５６，４７３

備　　　考

道道夕張新得線



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１１

２１

　１

１１

５８，７２４

５７，９１３

　８

３０

別　　紙　　１



別紙1-7



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字上トマム から

北海道上川郡清水町字清水 まで

（ロ）　延　　　　長 ２０．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
北海道上川郡清水町字清水

１００ ２０．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道勇払郡占冠村字上トマム

摘　　要設　計　区　間
設計速度

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．５０

１．７５×２ ―３．５０

２．５０

――

―

２．５０×２

１．２５×２

― ―

―

用地買収 　摘　要工事施工設　計　区　間

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

―

―

―

―

―

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側 右　側

北海道勇払郡占冠村字上トマム

構造による区分

北海道上川郡清水町字清水

トンネル部分

１．７５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

トマムインターチェンジ（仮称）

十勝清水インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

北海道上川郡

４７，３９４

一般国道２７４号

立体接続

立体接続

清水町字清水

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

占冠村字上トマム

他の道路の

路線名

道道夕張新得線 北海道勇払郡



（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１０

１９

　７

１１

　９

３０

３６，９１１

３６，３６８

別　　紙　　１



別紙1-8



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 新潟県胎内市弥彦岡 から

新潟県岩船郡荒川町大字新光寺 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

新潟県胎内市弥彦岡

新潟県岩船郡荒川町大字新光寺

１００ ９．８

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－－３．５０

橋梁高架部分

２．５０×２

－

－

設　計　区　間

新潟県胎内市弥彦岡

用地買収 　摘　要

－

－

－

－

－

－

－

－

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側左　側 右　側

構造による区分

新潟県岩船郡荒川町大字新光寺

３．５０

－
トンネル部分

１．７５×２

土工（掘割）部分

１．７５×２（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

中条インターチェンジ

荒川インターチェンジ（仮称）

本線

（新直轄）

（４）　工事予算

３０，２７５ 百万円（消費税込み）

新潟県胎内市

一般国道１１３号

弥彦岡

荒川町大字新光寺

日本海沿岸東北自動車道

備　　　考接続の方法接続の位置

立体接続

新潟県岩船郡 立体接続

他の道路の

路線名

県道中条インター線

別　　紙　　１

新潟県岩船郡 平面接続

荒川町大字新光寺



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２５，２１７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２４，５９８ 百万円）（消費税込み）

１０

２１

４

９

１７

３０

別　　紙　　１



別紙1-9



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から

山形県上山市金瓶 まで

（ロ）　延　　　　長 ２４．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

２４．４

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

山形県上山市金瓶

１００

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

――

―

―

―

―

―

―

右　側

―

設　計　区　間

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

用地買収 　摘　要工事施工

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

往復分離しない区間

５．００

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０

２．５０

―３．５０

１．７５×２

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

１．７５×２

構造による区分

山形県上山市金瓶

トンネル部分

２．５０×２

１．２５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）１０７，９５２

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の

路線名

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

平面接続 本線

一般国道１３号
山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

立体接続 南陽高畠インターチェンジ

一般国道１３号
（米沢南陽道路）

一般国道１３号 山形県上山市金瓶 立体接続 上山インターチェンジ（仮称）

一般国道１３号 山形県上山市金瓶 立体接続 山形上山インターチェンジ



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １２８，６０８ 百万円）（消費税込み）

１３４，７３２

１

３１

別　　紙　　１

１８

３１

４

３



別紙1-10



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から

福島県相馬市粟津 まで

（ロ）　延　　　　長 ４７．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 1 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重  ２４５ ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０   メートル

（ホ）　車線数

から

まで

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

福島県相馬市
粟津

１００ ４７．０

設　計　区　間

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

用地買収

車線
福島県相馬市

粟津

　摘　要

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

工事施工

２ 車線 ４

別　　紙　　１



（へ）　路肩の標準幅員
(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

一般国道１１４号

県道  原町川俣線

立体接続

立体接続

立体接続

平面接続

他の道路の

粟津

福島県南相馬市
原町区
福島県相馬市

福島県双葉郡
浪江町大字室原

一般国道１１５号

路線名

県道  小野富岡線

備　　　考接続の方法

- --
（長大橋）

左　側

別　　紙　　１

土工（掘割）部分

往復分離しない区間
計計

構造による区分

接続の位置

橋梁高架部分
（中小橋）

摘 要

橋梁高架部分

往復分離する区間
左　側 右　側

-

-

-

-

トンネル部分

２．５０×２ -

-

-

-

-

常磐富岡インターチェンジ

浪江インターチェンジ（仮称）

原町インターチェンジ（仮称）

相馬インターチェンジ（仮称）

１．２５×２

５．００

２．５０

３．５０

２．５０

１．２５×２

１．７５×２



（４）　工事予算

１２１，３４９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２１，９１８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １１８，５６７ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１７

３１

１０

２４

４

３



別紙1-11



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬市粟津 から

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 1 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

　摘　要

２

設　計　区　間

福島県相馬市
粟津

用地買収

車線車線 ４

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県相馬市
粟津

福島県相馬郡新地町
駒ヶ嶺

１００ ８．５

別　　紙　　１

工事施工

福島県相馬郡新地町
駒ヶ嶺

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続

立体接続

相馬インターチェンジ（仮称）

新地インターチェンジ（仮称）

- -

- - -

駒ヶ嶺
福島県相馬郡新地町

一般国道１１３号

接続の位置

福島県相馬市
粟津

他の道路の
路線名

一般国道１１５号

備　　　考接続の方法

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０１．２５×２

構造による区分

土工（掘割）部分

計

トンネル部分

（中小橋）
橋梁高架部分

- -

別　　紙　　１

- - -－－

計左　側
摘 要

右　側
往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

２．５０×２ ５．００ -

-３．５０１．７５×２



（４）　工事予算

２２，８６３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２９，２９５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２８，２６４ 百万円）（消費税込み）

３１

別　　紙　　１

１１

２７

１

３

８



別紙1-12



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から

宮城県亘理郡山元町大平 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺

宮城県亘理郡山元町大平

１００ １４．８

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

設　計　区　間

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺

用地買収

４ 車線

　摘　要

車線

別　　紙　　１

工事施工

宮城県亘理郡山元町大平

２



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

　－ メートル（土工部）

　－ メートル（橋梁部）

－

別　　紙　　１

２．５０

３．５０

トンネル部分

橋梁高架部分

１．７５×２

１．２５×２

（中小橋） －

－－

－

計

－

２．５０×２

－

構造による区分

土工（掘割）部分

左　側

５．００

摘 要
右　側計

往復分離しない区間

－

－

－

往復分離する区間

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

－

－

左　側



（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

新地インターチェンジ（仮称）

山元インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

４６，７４３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５９，１４１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５６，４６９ 百万円）（消費税込み）

立体接続

山元町大平

一般国道６号 宮城県亘理郡 立体接続

福島県相馬郡

新地町駒ヶ嶺

備　　　考

１８

２７

４

３

１

３１

接続の方法接続の位置

別　　紙　　１

一般国道１１３号

他の道路の

路線名



別紙1-13



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県亘理郡山元町大平 から

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

（ロ）　延　　　　長 １１．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

宮城県亘理郡山元町大平

宮城県亘理郡亘理町逢隈

１００ １１．５

設　計　区　間

宮城県亘理郡山元町大平

用地買収工事施工 　摘　要

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

２ 車線 ４ 車線

宮城県亘理郡亘理町逢隈



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員

（チ）　中央帯の標準幅員

　－ メートル（土工部）

　－ メートル（橋梁部）

２．５０×２

－

－

－

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

右　側

－

－

往復分離しない区間

計

構造による区分 往復分離する区間

別　　紙　　１

摘 要
左　側

土工（掘割）部分

１．７５×２

計

－

左　側

３．５０

－

橋梁高架部分

－

－
トンネル部分

－２．５０ －－

－ －

（長大橋） １．２５×２

なし



（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

山元インターチェンジ（仮称）

亘理インターチェンジ

本線

（４）　工事予算

３０，５６６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１７，５８７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １７，３６０ 百万円）（消費税込み）

亘理町逢隈

一般国道６号

（仙台東部道路）

宮城県亘理郡 平面接続

接続の位置

路線名

亘理町逢隈

１３

２２

３

９

２７

３０

備　　　考

山元町大平

宮城県亘理郡 平面接続

接続の方法

県道亘理インター線

一般国道６号

他の道路の

宮城県亘理郡

別　　紙　　１

立体接続



別紙1-14



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県君津市三直 から

千葉県富津市鶴岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県君津市三直

千葉県富津市鶴岡

１００ ９．２



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―

―

―

往復分離する区間

―

―

―

左　側

構造による区分

千葉県富津市鶴岡

３．５０

―
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

千葉県君津市三直

用地買収 　摘　要

１．７５×２

―

――

１．７５×２

―２．５０１．２５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

君津インターチェンジ

富津中央インターチェンジ

（４）　工事予算

４５，９１８ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

県道君津鴨川線

接続の位置

別　　紙　　１

鶴岡

千葉県君津市

三直

備　　　考接続の方法

立体接続

千葉県富津市 立体接続一般国道１２７号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１９，１９１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １８，８４９ 百万円）（消費税込み）

４

３０

別　　紙　　１

５

１９

１２

９



別紙1-15



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県三郷市鷹野三丁目 から

千葉県松戸市三矢小台二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要

８０

設　計　区　間

５．５

埼玉県三郷市鷹野三丁目

千葉県松戸市三矢小台二丁目

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

――

―

―

設　計　区　間

埼玉県三郷市鷹野三丁目

用地買収 　摘　要

別　　紙　　１

工事施工

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

５．００

５．００２．５０×２

―

構造による区分

千葉県松戸市三矢小台二丁目

―

―
トンネル部分

―

計 計

車線

往復分離する区間

左　側

車線 ４

摘 要

―

２．５０×２ ―

土工（掘割）部分

４

往復分離しない区間

―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ―



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷南インターチェンジ

松戸インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１３１，０７７ 百万円（消費税込み）

立体接続

三矢小台二丁目

埼玉県三郷市

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

鷹野三丁目

立体接続

千葉県松戸市

路線名

一般国道２９８号

他の道路の

一般国道２９８号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１５４，００８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １５０，３７３ 百万円）（消費税込み）

１２

３１

別　　紙　　１

１２

２８

１

３



別紙1-16



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県松戸市三矢小台二丁目 から

千葉県市川市高谷 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

千葉県市川市高谷

８０ １０．５



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―

―

―

２．５０×２

構造による区分

千葉県市川市高谷

―

―
トンネル部分

―

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

用地買収 　摘　要

２．５０×２

― ―

―

――

―

―５．００



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

松戸インターチェンジ（仮称）

市川北インターチェンジ（仮称）

市川南インターチェンジ（仮称）

京葉ジャンクション（仮称）

高谷インターチェンジ（仮称）

高谷ジャンクション（仮称）

高谷ジャンクション（仮称）

高谷

立体接続

高谷

県道高速湾岸線 千葉県市川市 立体接続

（京葉道路） 稲荷木

一般国道２９８号 千葉県市川市

一般国道１４号 千葉県市川市 立体接続

他の道路の

路線名

一般国道２９８号

一般国道２９８号

一般国道２９８号

三矢小台二丁目

立体接続

平田

立体接続

千葉県市川市

接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

立体接続

国分

千葉県市川市

千葉県松戸市

東関東自動車道 千葉県市川市 立体接続

高谷



（４）　工事予算

７５７，１７６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８０２，０４３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７７５，９９４ 百万円）（消費税込み）

８

３１

別　　紙　　１

１１

２８

１

３



別紙1-17



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県鉾田市飯名 から

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

茨城県鉾田市飯名

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

１００ ９．４

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

――――

橋梁高架部分

１．７５×２

―

―

設　計　区　間

茨城県鉾田市飯名

用地買収 　摘　要

―

―

―

―

―

―

―

―

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側左　側 右　側

構造による区分

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

―

―
トンネル部分

―

土工（掘割）部分

―（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鉾田インターチェンジ（仮称）

茨城南インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２４，３１２ 百万円（消費税込み）

茨城県鉾田市

県道茨城鹿島線

飯名

茨城町大字鳥羽田

備　　　考接続の方法接続の位置

平面接続

茨城県東茨城郡 立体接続

他の道路の

路線名

県道小川鉾田線

別　　紙　　１



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３３，６４１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３２，２４９ 百万円）（消費税込み）

１１

２８

１

３

８

３１

別　　紙　　１



別紙1-18



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 から

茨城県東茨城郡茨城町大字小鶴 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

茨城県東茨城郡茨城町
大字小鶴

１００ ８．８



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―

―

―

往復分離する区間

―

―

―

左　側

構造による区分

茨城県東茨城郡茨城町
大字小鶴

３．５０

―
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

用地買収 　摘　要

１．７５×２

―

――

１．７５×２

―２．５０１．２５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茨城南インターチェンジ（仮称）

茨城ジャンクション(仮称)

（４）　工事予算

２７，０３１ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

県道茨城鹿島線

接続の位置

別　　紙　　１

茨城町大字小鶴

茨城県東茨城郡

茨城町大字鳥羽田

備　　　考接続の方法

平面接続

茨城県東茨城郡 立体接続北関東自動車道



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２７，０３９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２６，６０２ 百万円）（消費税込み）

８

３１

別　　紙　　１

１１

２２

１

３



別紙1-19

user100
長方形



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 群馬県伊勢崎市三和町 から

群馬県太田市東今泉町 まで

（ロ）　延　　　　長 １６．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

群馬県伊勢崎市三和町

群馬県太田市東今泉町

１００ １６．０

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０ ――

２．５０×２

１．７５×２

２．５０×２

―

設　計　区　間

群馬県伊勢崎市三和町

用地買収 　摘　要

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

群馬県太田市東今泉町

５．００

―
トンネル部分

―

―

―

往復分離する区間

―

―

―

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

伊勢崎インターチェンジ

藪塚インターチェンジ（仮称）

太田インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

９０，９２５ 百万円（消費税込み）

立体接続

東今泉町

平面接続

群馬県太田市 立体接続

大原町

群馬県太田市

群馬県伊勢崎市

三和町

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置

一般県道大原境三ツ木線

一般国道１２２号

他の道路の

路線名

一般国道１７号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４０，２８７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３９，７５４ 百万円）（消費税込み）

２０

３０

別　　紙　　１

１０

２０

１

９



別紙1-20



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 群馬県太田市東今泉町 から

栃木県足利市菅田町 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

群馬県太田市東今泉町

栃木県足利市菅田町

１００ １０．３

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５３．５０１．７５×２ ３．００１．２５

２．５０×２

２．５０×２

―

設　計　区　間

群馬県太田市東今泉町

用地買収 　摘　要

右　側

１．２５

１．００

１．２５

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

栃木県足利市菅田町

５．００

―
トンネル部分

３．７５

２．００

３．７５

往復分離する区間

２．５０

１．００

２．５０

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

太田インターチェンジ（仮称）

足利インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

５７，２０８ 百万円（消費税込み）

立体接続

栃木県足利市 立体接続一般国道２９３号

菅田町

群馬県太田市

東今泉町

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の

路線名

一般国道１２２号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５４，２９８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５３，７８０ 百万円）（消費税込み）

１７

３１

別　　紙　　１

１０

２４

４

３



別紙1-21



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県足利市菅田町 から

栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺 まで

（ロ）　延　　　　長 １３．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県足利市菅田町

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

１００ １３．６



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．７５

２．００

３．７５

往復分離する区間

２．５０

１．００

２．５０

左　側

構造による区分

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

５．００

―
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

１．２５

１．００

１．２５

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

設　計　区　間

栃木県足利市菅田町

用地買収 　摘　要

２．５０×２

―

３．００１．２５

２．５０×２

１．７５×２ １．７５３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足利インターチェンジ（仮称）

田沼インターチェンジ（仮称）

岩舟ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

７６，５３１ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

一般国道２９３号

県道佐野田沼線

東北縦貫自動車道

弘前線

接続の位置

別　　紙　　１

菅田町

備　　　考接続の方法

立体接続

岩舟町大字小野寺

立体接続

栃木県佐野市 立体接続

小見町

栃木県下都賀郡

栃木県足利市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７３，９１０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７３，２３１ 百万円）（消費税込み）

２０

３１

別　　紙　　１

１０

２４

１

３



別紙1-22



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県河内郡上三川町大字磯岡 から

栃木県真岡市長田 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県河内郡上三川町
大字磯岡

栃木県真岡市長田

１００ ７．５



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２（長大橋）

構造による区分

栃木県真岡市長田

５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

土工（掘割）部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側左　側 右　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

２．５０

―

―

３．７５

―

―

―

１．２５

設　計　区　間

栃木県河内郡上三川町
大字磯岡

用地買収 　摘　要

２．５０×２

―

―

３．００１．２５１．７５３．５０

橋梁高架部分



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

宇都宮上三川インターチェンジ

真岡インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

３７，５６８ 百万円（消費税込み）

立体接続

栃木県真岡市 平面接続

他の道路の

路線名

一般国道４号

別　　紙　　１

接続の位置 備　　　考接続の方法

栃木県河内郡

一般国道４０８号

上三川町大字磯岡

長田



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２６，９６７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２６，９１５ 百万円）（消費税込み）

２０

３１

別　　紙　　１

１０

２０

１

３



別紙1-23

user100
長方形



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県真岡市長田 から

茨城県桜川市長方 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県真岡市長田

茨城県桜川市長方

１００ １４．９



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２（長大橋）

構造による区分

茨城県桜川市長方

５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

土工（掘割）部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側左　側 右　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

―

１．００

２．５０

―

２．００

１．２５

１．００

―

設　計　区　間

栃木県真岡市長田

用地買収 　摘　要

２．５０×２

―

３．７５

―――３．５０

橋梁高架部分



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

真岡インターチェンジ（仮称）

岩瀬インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

５６，８３６ 百万円（消費税込み）

立体接続

茨城県桜川市 立体接続

他の道路の

路線名

一般国道４０８号

別　　紙　　１

接続の位置 備　　　考接続の方法

栃木県真岡市

一般国道５０号

長田

長方



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４４，０９５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４３，６７２ 百万円）（消費税込み）

１７

３０

別　　紙　　１

１０

２１

４

１１



別紙1-24

user100
長方形



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県桜川市長方 から

茨城県笠間市福原 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

茨城県桜川市長方

茨城県笠間市福原

１００ ８．９

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０１．７５×２ ――

２．５０×２

２．５０×２

―

設　計　区　間

茨城県桜川市長方

用地買収 　摘　要

右　側

１．２５

１．００

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

茨城県笠間市福原

５．００

―
トンネル部分

―

２．００

３．７５

往復分離する区間

―

１．００

２．５０

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

岩瀬インターチェンジ（仮称）

笠間インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

４３，５８７ 百万円（消費税込み）

平面接続

茨城県笠間市 立体接続県道土浦笠間線

福原

茨城県桜川市

長方

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の

路線名

一般国道５０号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３２，５６８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３２，１２５ 百万円）（消費税込み）

２０

３０

別　　紙　　１

１０

２０

１

９



別紙1-25



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県笠間市福原 から

茨城県笠間市平町 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

茨城県笠間市福原

茨城県笠間市平町

１００ ９．１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０１．７５×２ ――

２．５０×２

２．５０×２

―

設　計　区　間

茨城県笠間市福原

用地買収 　摘　要

右　側

１．２５

１．００

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

茨城県笠間市平町

５．００

―
トンネル部分

―

２．００

３．７５

往復分離する区間

―

１．００

２．５０

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

笠間インターチェンジ（仮称）

友部インターチェンジ

（４）　工事予算

３０，５８４ 百万円（消費税込み）

平面接続

茨城県笠間市 立体接続一般国道３５５号

平町

茨城県笠間市

福原

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置他の道路の

路線名

県道土浦笠間線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２４，１７３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２３，９６６ 百万円）（消費税込み）

２０

３０

別　　紙　　１

１０

１９

１

１１



別紙1-26

user100
長方形



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道二海郡八雲町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

９６１

１,２４６

１,２９６



別紙1-27



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道寿都郡黒松内町字東川

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

黒松内ジャンクション（仮称）

路線名

別　　紙　　１

備　　　考

黒松内町字東川

一般国道５号

他の道路の 接続の位置 接続の方法

立体接続北海道寿都郡



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２２ 年 １１ 月 ３０ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２，０１０

１，９２９

２，３４９

別　　紙　　１



別紙1-28



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道虻田郡洞爺湖町三豊

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

虻田洞爺湖インターチェンジ（仮称）

洞爺湖町三豊

路線名

一般国道２３０号 北海道虻田郡

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １４ 年 ４ 月 　９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２０ 年 　３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

３，５５４

３，５１７

別　　紙　　１

３，４５１



別紙1-29

user100
長方形



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道上川郡剣淵町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１，５７５

１，５０６

１，３０４



別紙1-30



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道小樽市星野町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

銭函インターチェンジ立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

道道銭函インター線 北海道小樽市

別　　紙　　１

備　　　考

星野町



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 　８ 年 ７ 月 ３１ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

５，４８２

３，９０５

３，７７０



別紙1-31



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道札幌市手稲区富丘

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

手稲インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

手稲区富丘

路線名

市道手稲インター線 北海道札幌市 立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

８８３

１，２７６

１，２３５



別紙1-32



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道夕張郡由仁町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６３ 年 １２ 月 ２１ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，５３９

１，４７６

別　　紙　　１

１，１９６



別紙1-33



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道勇払郡占冠村

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １１ 年 １ 月 ８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，５１３

１，４４８

別　　紙　　１

１，２２７



別紙1-34

user100
長方形



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内端野線

（２）　工事の箇所

北海道中川郡本別町勇足

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本別ジャンクション

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

黒松内釧路線 本別町勇足

路線名

北海道横断自動車道 北海道中川郡



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１，３４６

１，７１１

１，６４０



別紙1-35



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道中川郡本別町勇足

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本別インターチェンジ

本線（新直轄）

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

本別町勇足

路線名

一般国道２４２号 北海道中川郡

北海道横断自動車道 北海道中川郡 平面接続

黒松内釧路線 本別町勇足



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 　５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

７１０

１，０４５

１，００７



別紙1-36



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内端野線

（２）　工事の箇所

北海道足寄郡足寄町郊南

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足寄インターチェンジ

本線（新直轄）

足寄町郊南

路線名

一般国道２４２号 北海道足寄郡 立体接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考

黒松内端野線 足寄町郊南

別　　紙　　１

他の道路の

北海道横断自動車道 北海道足寄郡 平面接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，４８１

１，４２２

別　　紙　　１

１，１１６



別紙1-37



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

東京都練馬区大泉町五丁目 から

埼玉県川口市赤芝新田 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１２，５６５ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ８ 年 ７ 月 ３１ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７，８４０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７，５２３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-38



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

埼玉県久喜市大字下早見

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

久喜白岡ジャンクション（仮称）

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続

（首都圏中央連絡自動車道） 大字下早見

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

一般国道４６８号 埼玉県久喜市



（４）　工事予算

１５，３８２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１７，１４８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １６，８２６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-39



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

埼玉県久喜市大字下早見

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

久喜白岡ジャンクション（仮称）

大字下早見

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

一般国道４６８号 埼玉県久喜市

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続

（首都圏中央連絡自動車道）



（４）　工事予算

９，８４５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１，５８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １１，４４２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-40



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県矢板市大槻 から

栃木県矢板市片岡 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 （道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県矢板市大槻

栃木県矢板市片岡

１００ １．７



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　（Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋）

構造による区分

栃木県矢板市片岡

２．５０

－
トンネル部分

２．５０

２．５０

－

往復分離しない区間

計

車線）

計

往復分離する区間

左　側 右　側

２．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

（４ 車線） （４

摘 要

別　　紙　　１

左　側

土工（掘割）部分

－

－

－

－

－

付加車線事業

設　計　区　間

栃木県矢板市大槻

用地買収 　摘　要工事施工

－

－

－

－

－－

－

－－



（ト）　中央帯の標準幅員 － メートル

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

１，８００ 百万円（消費税込み）

路線名

－

他の道路の 接続の方法 備　　　考接続の位置

別　　紙　　１

－ －



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，２９２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，１９５ 百万円）（消費税込み）

２９

３１

別　　紙　　１

１６

２３

６

３



別紙1-41



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県那須塩原市中内

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

黒磯インターチェンジ（仮称）

鹿野崎

備　　　考

路線名

県道大田原高林線 栃木県那須塩原市 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，４７１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，４５０ 百万円）（消費税込み）

１，２７５

別　　紙　　１



別紙1-42



１．工事の内容

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

福島県福島市笹谷

別　　紙　　１



（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 年 月 日
②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円 （消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円) （消費税込み）８，０７３

路線名

東北中央自動車道

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

福島ジャンクション（仮称）平面接続福島県福島市笹谷

５，３０６

平成
平成 ２９ ３

１
３１

８，４１４

４

相馬尾花沢線

１８



別紙1-43



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の箇所

宮城県白石市福岡深谷 から

宮城県仙台市太白区茂庭 まで

別　　紙　　１

東北縦貫自動車道弘前線



（３）工事予算

百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円） （消費税込み）２，３７７

２，４８６

３１

２９

２１

１６ ６

２，１００

３

別　　紙　　１



別紙1-44



１．工事の内容

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県黒川郡富谷町穀田

別　　紙　　１



（３）　工事方法

　　 （イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日
②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，４５６ 百万円 （消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円) （消費税込み）

立体接続

接続の位置

（仙台北部道路） 富谷町穀田

宮城県黒川郡

３，７５６

平成
平成 　２２ ３

２９
３１

６１６

４，４１０

路線名

一般国道４７号

別　　紙　　１

接続の方法 備　　　考他の道路の

富谷ジャンクション（仮称）



別紙1-45



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

秋田県鹿角郡小坂町小坂

別　　紙　　１



（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　　（消費税込み）７，８５２

小坂町小坂

小坂ジャンクション(仮称)平面接続

７，９６８

接続の位置 接続の方法 備　　　　考

別　　紙　　１

路線名

他の道路の

５，９３８

日本海沿岸東北自動車道 秋田県鹿角郡



別紙1-46



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道八戸線

（２）　工事の箇所

青森県八戸市坂牛

別　　紙　　１



（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

１，４０８ 百万円　　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ６ 年 ９ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８５４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，７８５ 百万円）（消費税込み）

接続の方法 備　　　　考

一般国道４５号 青森県八戸市坂牛 平面接続

別　　紙　　１

八戸ジャンクション

他の道路の路線名 接続の位置



別紙1-47



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道釜石秋田線

（２）　工事の箇所

岩手県花巻市東和町安俵

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の方法 備　　　　考

別　　紙　　１

東和インターチェンジ

接続の位置

平面接続 本線岩手県花巻市東和町安俵

県道北上東和線

東北横断自動車道釜石秋田線

岩手県花巻市東和町安俵 立体接続

（新直轄）



（４）　工事予算

１,４６８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，２４２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-48



１．工事の内容

（１）　路線名

東北横断自動車道酒田線

（２）　工事の箇所

山形県鶴岡市山田

別　　紙　　１



（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円)（消費税込み）

路線名

日本海沿岸東北自動車道

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

鶴岡ジャンクション（仮称）平面接続

平成

平成 　２４ ３

１

３１

１８ ４

８，４８１

山田

山形県鶴岡市

８，５３６

６，９０６



別紙1-49



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県いわき市好間町榊小屋 から

福島県いわき市三和町合戸 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

福島県いわき市
好間町榊小屋

用地買収

福島県いわき市
三和町合戸

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

工事施工

４ 車線 ４

　摘　要

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

福島県いわき市
好間町榊小屋

福島県いわき市
三和町合戸

８０ ４．１

車線 ４車線化

設　計　区　間

２４５ 



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

－－－－

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

－

土工（掘割）部分

－２．５０

－

（長大橋）

橋梁高架部分

１．２５×２ －

０．７５

－ －

１．５０

往復分離しない区間

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

摘 要

０．７５

計計

往復分離する区間

左　側 右　側

別　　紙　　１

１．７５×２ ２．７５

３．５０

－

１．００１．７５

トンネル部分

左　側

構造による区分

１．７５×２

－



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７，０４８ 百万円）（消費税込み）

１１

２０

１

１１

６，６６７

７，０５９

１８

３０

別　　紙　　１



別紙1-50



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村郡小野町大字夏井 から

福島県田村郡小野町大字小野赤沼 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

福島県田村郡
小野町大字小野赤沼

車線４ 車線 ４

別　　紙　　１

工事施工 　摘　要

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

２４５

４車線化

福島県田村郡
小野町大字夏井

福島県田村郡
小野町大字小野赤沼

８０ ７．２

設　計　区　間

福島県田村郡
小野町大字夏井

用地買収



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

構造による区分

３．５０

－
トンネル部分

１．７５×２

往復分離しない区間

左　側

別　　紙　　１

計計

往復分離する区間

左　側

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

摘 要

土工（掘割）部分

右　側

－

－

－

１．２５×２

－

１．７５×２

－

－

－

－

－－

－

－２．５０

－

橋梁高架部分

（長大橋）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

－

路線名

－ － －



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４，７０３ 百万円）（消費税込み）

１８

３０

別　　紙　　１

１１

２０

１

１１

５，２９６

４，７１５



別紙1-51



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村郡小野町大字飯豊 から

福島県田村郡小野町大字吉野辺 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

　摘　要

車線 ４車線化

福島県田村郡小野町大字吉野辺

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

４

福島県田村郡小野町大字飯豊

車線 ４

福島県田村郡小野町大字飯豊

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ４．８

福島県田村郡小野町大字吉野辺

設　計　区　間 工事施工 用地買収



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 - メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

－ － － －

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

橋梁高架部分

（長大橋） １.２５×２ ２．５０ - - -

橋梁高架部分

（中小橋） - - - - -

トンネル部分
- - - - -

１．７５×２ ３．５０ - - -

左　側 右　側 計

土工（掘割）部分

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計

別　　紙　　１



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２，７９５

１，９８３

１１ １ １８

１８ １１ ３０

１，９７４

別　　紙　　１



別紙1-52



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村市船引町堀越 から

福島県田村市船引町春山 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで
福島県田村市船引町春山

福島県田村市船引町堀越

４ 車線

用地買収 　摘　要

４ 車線 ４車線化

設　計　区　間
設計速度 延　　長

３．５０

福島県田村市船引町堀越

８０ ６．３

工事施工

別　　紙　　１

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県田村市船引町春山

設　計　区　間



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 - メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

－

路線名

－ － －

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

橋梁高架部分

（長大橋） １.２５×２ ２．５０ - - -

橋梁高架部分

（中小橋） - - - - -

トンネル部分
- - - - -

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ - - -

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

別　　紙　　１



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１１ ３０

別　　紙　　１

１１ １ １８

１９

３，８５８

３，４８５

３，４９６



別紙1-53



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村郡三春町大字芹ケ沢 から

福島県郡山市西田町大田 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 メートル

（ホ）　車線数

から

まで

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

　摘　要

車線 ４車線化

福島県田村郡三春町大字芹ケ沢

８０ ４．９

福島県郡山市西田町大田

　　　３．５０

設　計　区　間 工事施工 用地買収

福島県田村郡三春町大字芹ケ沢

４ 車線 ４

福島県郡山市西田町大田



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 - メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

－ － －

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

- - -

橋梁高架部分

（長大橋）

橋梁高架部分

（中小橋） - -

-

トンネル部分
- -

別　　紙　　１

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ - -

- - -

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

１.２５×２ ２．５０ - - -

－



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１１ １ １８

４，０６０

４，６１６

４，６０３

２１ １１ ３０



別紙1-54



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県新潟市

（３）　工事予算

４００ 百万円（消費税込み）

別　　紙　　１



（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７４９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７２８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-55



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

秋田県由利本荘市岩城内道川

別　　紙　　１



（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １９ 年 ９ 月 ３０ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　　（消費税込み）

路線名

別　　紙　　１

他の道路の

立体接続 岩城インターチェンジ

接続の位置 接続の方法 備　　　　考

７９３

岩城内道川

１，５１２

７９７

県道雄和岩城線 秋田県由利本荘市



別紙1-56



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

秋田県秋田市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 ３０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２７ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　　（消費税込み）

別　　紙　　１

１，２６０

１，３５７

１，３０３



別紙1-57



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の箇所

山形県山形市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１，７８６ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，５０１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，４４８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-58



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県天童市大字大町 から

山形県東根市大字羽入 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

設計速度

１００

延　　長

山形県東根市
大字羽入

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山形県天童市
大字大町

１．７

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋） －－

橋梁高架部分

（中小橋） －

－

－

１．７５

土工（掘割）部分

１．７５

トンネル部分

－

構造による区分

計左　側

（４ 車線） （４

往復分離しない区間

左　側

往復分離する区間

設　計　区　間

山形県東根市
大字羽入

付加車線事業

用地買収 　摘　要

車線）

工事施工

２．５０

－

－

－ －

摘 要

別　　紙　　１

山形県天童市
大字大町

計 右　側

－

－

２．５０



（ト）　中央帯の標準幅員

－ メートル

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

３，６５９ 百万円（消費税込み）

接続の方法 備　　　考接続の位置

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

－ － －



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，２８８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４，０９７ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

  ５

２８

１２

 　３

  ４

３１



別紙1-59



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の箇所

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鶴ヶ島ジャンクション

大字藤金

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

一般国道４６８号 埼玉県鶴ヶ島市

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ６２ 年 １ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２０ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，２９７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４，２４６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３，９７９



別紙1-60



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県坂戸市大字戸口 から

埼玉県坂戸市大字中里 まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 1 級 （道路構造令）

（ロ）　設計速度

から

まで

埼玉県坂戸市大字戸口

埼玉県坂戸市大字中里

１２０ １．２

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１

摘　　要

１．２



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　（Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．００ メートル（登坂車線）

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－ －－

－

－

１．７５

－

橋梁高架部分

（長大橋）

－

－

付加車線事業

設　計　区　間

埼玉県坂戸市大字戸口

用地買収 　摘　要

１．７５

橋梁高架部分

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

－
トンネル部分

左　側

（中小橋）

（ ６ 車線 ） （ ６

右　側

往復分離しない区間

計

車線 ）

埼玉県坂戸市大字中里

１．７５１．７５

－

－

計

－

構造による区分

－

－

往復分離する区間

－

－

左　側

土工（掘割）部分



（ト）　中央帯の標準幅員 － メートル

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

２，９００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，６６２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３，５０１ 百万円）（消費税込み）

１６ ６ ２９

２４ ３ ３１

別　　紙　　１

接続の方法 備　　　考

路線名

－ － －

他の道路の 接続の位置



別紙1-61



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間

埼玉県深谷市畠山 から

埼玉県深谷市本田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（ロ）　延　　　　長

埼玉県深谷市畠山 から

埼玉県深谷市本田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

別　　紙　　１

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

１．５　キロメートルⅠ

Ⅱ

Ⅲ

１．７　キロメートル

１．８　キロメートル



（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

から

まで

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

Ⅲ

群馬県渋川市八木原

群馬県北群馬郡吉岡町
大字下野田

１２０ １．８

１．７Ⅱ
埼玉県児玉郡上里町

大字嘉美

Ⅰ

埼玉県深谷市本田

埼玉県本庄市児玉町高関

埼玉県深谷市畠山

１２０

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１２０ １．５

設計速度 延　　長

別　　紙　　１

設　計　区　間



（二）　車線の幅員

３．５０ メートル

（ただし、Ⅰ 埼玉県深谷市畠山 から 埼玉県深谷市本田 までは３．００ メートル（登坂車線））

（ホ）　車線数

から

まで

から

まで

から

まで
Ⅲ
群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

（４車線） （４車線）
群馬県渋川市八木原

Ⅱ
埼玉県本庄市児玉町高関

（６車線） （６車線）
埼玉県上里郡上里町大字嘉美

Ⅰ
埼玉県深谷市畠山

（６車線） （６車線）
埼玉県深谷市本田

設　計　区　間 工事施工

別　　紙　　１

用地買収 　摘　要

付加車線事業

付加車線事業

付加車線事業



（へ）　路肩の標準幅員 (単位：メートル）

（ト）　中央帯の標準幅員 －

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

－ － －

摘 要
左　側

－

２．５０

土工（掘割）部分

別　　紙　　１

Ⅲ

計

２．５０

構造による区分
左　側

Ⅱ

左　側 計

－

２．５０

計

接続の位置 接続の方法

２．５０

１．７５ －

－

２．５０

トンネル部分

２．５０

２．５０（中小橋） １．７５

－ －

橋梁高架部分

２．５０

－－

１．７５ １．７５

Ⅰ

（長大橋） － － －

橋梁高架部分

－

他の道路の 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，６０１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８，２０７ 百万円）（消費税込み）

７，１００

１６ ６

３

２９

３１２４

別　　紙　　１



別紙1-62



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の箇所

長野県小諸市御影新田

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

佐久ジャンクション（仮称）

別　　紙　　１

備　　　考

平面接続

御影新田

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

中部横断自動車道 長野県小諸市



（４）　工事予算

７，８１４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，９４４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８，８９０ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-63



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 長野県中野市大字永江 から

長野県上水内郡信濃町大字富濃 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

長野県中野市大字永江

長野県上水内郡
信濃町大字富濃

８０ ８．６



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

１．５０

２．７５

往復分離する区間

－

０．７５

１．７５

左　側

構造による区分

長野県上水内郡
信濃町大字富濃

－

－
トンネル部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

別　　紙　　１

右　側

１．００

０．７５

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

土工（掘割）部分

４車線化

設　計　区　間

長野県中野市大字永江

用地買収 　摘　要

－

－

２．２５１．００

－

－ １．２５－



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

２４，７２９ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

－

接続の位置

別　　紙　　１

備　　　考接続の方法

－－



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２７，３９２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２７，１２３ 百万円）（消費税込み）

８

３０

別　　紙　　１

１１

２１

１

１１



別紙1-64



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県川口市赤芝新田 から

埼玉県三郷市番匠免二丁目 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

９，０３０ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ８ 年 ７ 月 ３１ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，４８２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，３９０ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-65



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県八潮市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

２４，７５１ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３０，８２５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２９，３６６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-66



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県つくば市梶内

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

つくばジャンクション

別　　紙　　１

備　　　考

立体接続

（首都圏中央連絡自動車道） 梶内

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

一般国道４６８号 茨城県つくば市



（４）　工事予算

５，１４７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １８ 日

②工事の完成年月日 平成 ２２ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５，６８０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５，６７６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-67



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道　

（２）　工事の箇所

福島県双葉郡楢葉町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，３７９ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１，４１１

１，４３３



別紙1-68



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県南相馬市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１,８３６ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成１０年４月１７日

②工事の完成予定年月日 平成２７年３月３１日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，４５４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，３５５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-69



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

宮城県亘理郡亘理町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１,５００ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １３ 年 ３ 月 ２７ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２７ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８４５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，７６６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-70



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の箇所

千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

木更津ジャンクション

（首都圏中央連絡自動車道） 犬成犬成笹子両村新田

備　　　考

路線名

一般国道４６８号 千葉県木更津市 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

５，２８７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １４ 年 ４ 月 ９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １９ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５，６７６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５，６２８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-71



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の箇所

千葉県木更津市羽鳥野一丁目 から

千葉県木更津市羽鳥野二丁目 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１７２ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １９ 年 ９ 月 ３０ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２２８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２２２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-72



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

埼玉県三郷市番匠免二丁目

埼玉県三郷市鷹野三丁目

８０ ４．１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―

―

―

―

―

―

――

―
トンネル部分

左　側

―（中小橋）

橋梁高架部分

車線 ４

右　側

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左　側

構造による区分

土工（掘割）部分
５．００

摘 要

別　　紙　　１

工事施工

埼玉県三郷市鷹野三丁目

―

設　計　区　間

埼玉県三郷市番匠免二丁目

用地買収 　摘　要

４

２．５０×２

―

――２．５０×２

―

―

橋梁高架部分

（長大橋） ５．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

一般国道２９８号 埼玉県三郷市 立体接続 三郷南インターチェンジ

鷹野三丁目

（４）　工事予算

１，９１３ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

接続の位置



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，２９３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２,２９２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１０

１９

１

３

２０

３１



別紙1-73



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１，７０４ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 １ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，１２５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，０３７ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-74



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

備　　　考



（４）　工事予算

７６６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １２ 日

②工事の完成予定年月日 平成 １９ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８５９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８５６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-75



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

他の道路の 接続の位置 接続の方法

別　　紙　　１

備　　　考

路線名



（４）　工事予算

１９，６６９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １２ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２２，５４５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２１，５０８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-76



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市谷口

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷第二インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法

谷口

備　　　考

路線名

一般国道２９８号 埼玉県三郷市 立体接続



（４）　工事予算

２，２０１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １２ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，９９２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，８７３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-77



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県習志野市谷津

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

湾岸船橋インターチェンジ（仮称）

湾岸船橋インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法

谷津

備　　　考

路線名

一般国道３５７号 千葉県習志野市 立体接続

県道千葉船橋海浜線 千葉県習志野市 立体接続

谷津



（４）　工事予算

１，７７４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 １８ 年 ７ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ３１ 日

当該連結施設の接続道路は、接続道路管理者が高速自動車国道法第１１条の２第１項の連結許可を受けていないが、

平成１８年度早期に連結許可を受ける前提で、工事予算、着手予定年月日及び完成予定年月日を想定している。

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，２５８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，１６４ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-78



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県印旛郡酒々井町尾上

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

酒々井インターチェンジ(仮称）

尾上

備　　　考

路線名

県道富里酒々井線 千葉県印旛郡酒々井町 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

１，３９６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２３ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７１８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，６５６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-79



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション(仮称）

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

備　　　考

路線名

一般国道４６８号 千葉県成田市 立体接続



（４）　工事予算

４，３１９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５，８０８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ５，５９３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-80



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション(仮称）

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

備　　　考

路線名

一般国道４６８号 千葉県成田市 立体接続



（４）　工事予算

２，１５８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２９ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，５４９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３，４３２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-81



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

群馬県伊勢崎市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 ３０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２０ 年 ９ 月 ３０ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，４４２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３，９３７

３，３３３



別紙1-82



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

栃木県下都賀郡壬生町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

２，３６９ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 ３０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 １１ 月 ３０ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，８２６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，７１０ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-83



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道　

（２）　工事の箇所

茨城県笠間市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

２，３６１ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 １ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２１ 年 １１ 月 ３０ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，１４７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，１２７ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-84



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県糸魚川市大字歌　　　　　から

新潟県糸魚川市大字外波　 　　まで

（３）　工事予算

８，４３５ 百万円（消費税込み）

別　　紙　　１



（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １４ 年 ４ 月 ９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，３２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８，０５０ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-85



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目 から

神奈川県横須賀市佐原一丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重   ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

神奈川県横須賀市
馬堀海岸四丁目

神奈川県横須賀市
佐原一丁目

４．３

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

神奈川県横須賀市
馬堀海岸四丁目

用地買収工事施工

２ 車線 車線

設　計　区　間

８０

神奈川県横須賀市
佐原一丁目

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（長大橋） －－

右　側

－

往復分離する区間

－

左　側

３．５０
トンネル部分

－－

５．００

別　　紙　　１

構造による区分

２．５０×２

１．７５×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －－

－

－

橋梁高架部分

－３．５０１．７５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

馬堀海岸インターチェンジ（仮称）

馬堀インターチェンジ（仮称）

佐原インターチェンジ

（４）　工事予算

７５，２１５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

神奈川県横須賀市

立体接続

浦賀町一丁目

神奈川県横須賀市

立体接続

県道浦賀港線 立体接続

別　　紙　　１

備　　　考

神奈川県横須賀市

馬堀海岸四丁目

県道横須賀葉山線

他の道路の

路線名

一般国道１６号

接続の位置 接続の方法

７ ３ ８

佐原一丁目

２１ ３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２７，１１９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２５，９４３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-86



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重   ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

６

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

８．７

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

用地買収工事施工

６ 車線 車線

８０

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

－－

１．７５×２

構造による区分

－５．００２．５０×２

右　側

－

往復分離する区間

左　側

別　　紙　　１

－

橋梁高架部分

（中小橋） － －

計

－

－

１．５０
トンネル部分

－－０．７５×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

－－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

公田インターチェンジ（仮称）

栄インター・ジャンクション（仮称）

戸塚インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２４９，２０２ 百万円（消費税込み）

釜利谷ジャンクション神奈川県横浜市

金沢区釜利谷町

立体接続

一般国道４６８号（横浜湘南道路）

及び都市計画道路　横浜藤沢線

一般国道１号

他の道路の

上郷公田線

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

接続の位置

立体接続

路線名

都市計画道路

備　　　考接続の方法

立体接続

別　　紙　　１

戸塚区原宿三丁目

立体接続

栄区田谷町

神奈川県横浜市

神奈川県横浜市

栄区公田町

神奈川県横浜市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ０＋００）から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）まで

平成 １３ 年 ３ 月 １０ 日

　ロ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）から神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）まで

平成 １３ 年 ８ 月 １４ 日

　ハ　神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目（ＳＴＡ８７＋００）まで

平成 ２７ 年 ４ 月 １ 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２９９，４６１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２８５，３２２ 百万円）（消費税込み）

２８ ３ ３１

別　　紙　　１



別紙1-87



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都あきる野市牛沼 から

東京都あきる野市下代継 まで

（ロ）　延　　　　長 ０.４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重　　　２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

東京都あきる野市牛沼

東京都あきる野市下代継

０．４

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

東京都あきる野市牛沼

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間

８０

東京都あきる野市下代継

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（長大橋） ２．７５１．００

右　側

－

往復分離する区間

－

左　側

－
トンネル部分

－－

－

別　　紙　　１

構造による区分

－

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－

橋梁高架部分

（中小橋） － － －－

－

－

橋梁高架部分

１．７５－－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

あきる野インターチェンジ

（４）　工事予算

１，１９８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受けた年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

立体接続

別　　紙　　１

備　　　考

東京都あきる野市牛沼

接続の方法他の道路の

路線名

一般国道４１１号

接続の位置

１７ ９ １

１９ ３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，３１０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，２９９ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-88



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 から

埼玉県比企郡川島町大字中山 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重　　　２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

設　計　区　間

８０

　摘　要

埼玉県比企郡川島町大字中山

７．７

設計速度

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

用地買収工事施工

４ 車線 車線４

埼玉県比企郡川島町大字中山



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（長大橋）

２．５０×２

－ －
トンネル部分

－－

５．００

別　　紙　　１

構造による区分

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－

右　側

－

往復分離する区間

－

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －－

－

－

－－

橋梁高架部分

－３．５０１．７５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鶴ヶ島ジャンクション

坂戸インターチェンジ（仮称）

川島インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１３，７０２ 百万円（消費税込み）

埼玉県坂戸市大字小沼

大字中山

平面接続埼玉県比企郡川島町一般国道２５４号

立体接続

都市計画道路坂戸東川越線 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

関越自動車道　新潟線 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

接続の位置 備　　　考接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金（STA0+00）から埼玉県川越市大字下広谷（STA27+17）まで 平成 年 月 日

ロ 埼玉県川越市大字下広谷（STA27+17）から埼玉県川越市大字下広谷（STA29+92）まで 平成 年 月 日

ハ 埼玉県川越市大字下広谷（STA29+92）から埼玉県川越市大字下広谷（STA33+76)まで 平成 年 月 日

二 埼玉県川越市大字下広谷（STA33+76）から埼玉県川越市大字下広谷（STA34+06）まで 平成 年 月 日

ホ 埼玉県川越市大字下広谷（STA34+06）から埼玉県坂戸市大字横沼（STA42+34）まで 平成 年 月 日

へ 埼玉県坂戸市大字横沼（STA42+34）から埼玉県坂戸市大字青木（STA44+24）まで 平成 年 月 日

ト 埼玉県坂戸市大字青木（STA44+24）から埼玉県坂戸市大字横沼（STA49+34）まで 平成 年 月 日

チ 埼玉県坂戸市大字横沼（STA49+34）から埼玉県坂戸市大字小沼（STA56+30）まで 平成 年 月 日

リ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA56+30）から埼玉県比企郡川島町大字上伊草（STA67+29）まで 平成 年 月 日

ヌ 埼玉県比企郡川島町大字上伊草（STA67+29）から埼玉県比企郡川島町大字中山（STA76+60）まで平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

１

１９ ９ １

２０ ２ １

１２ １

２０ １ １

１９

１９ １０ １

７ １

２０ ２ １

１９ ７

別　　紙　　１

２０ １ １５

１９

１

１９ ４



②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１３，０２１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １２，８１９ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２０ ３ ３１



別紙1-89



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県比企郡川島町大字中山 から

埼玉県桶川市大字川田谷 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県比企郡川島町大字平沼まで 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

埼玉県比企郡川島町大字平沼から埼玉県桶川市大字川田谷まで 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員

３．５０ メートル

１００

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

摘　　要

埼玉県比企郡川島町大字平沼

設　計　区　間
設計速度 延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

埼玉県比企郡川島町大字平沼

埼玉県桶川市大字川田谷

５．３

埼玉県比企郡川島町大字中山

８０ ０．４



（ヘ）　車線数

から

まで

（ト）　路肩の標準幅員

埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県比企郡川島町大字平沼まで (単位：メートル）

－－－

－

－－

橋梁高架部分

（長大橋）

２．５０×２

－

－

－

－

５．００

別　　紙　　１

構造による区分

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

用地買収 　摘　要

車線

往復分離する区間

－
トンネル部分

－－

左　側

－

計 右　側

－

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

工事施工設　計　区　間

－

埼玉県比企郡川島町大字中山

４ 車線 ４

埼玉県桶川市大字川田谷



埼玉県比企郡川島町大字平沼から埼玉県桶川市大字川田谷まで (単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県比企郡川島町大字平沼まで ３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

埼玉県比企郡川島町大字平沼から埼玉県桶川市大字川田谷まで ４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

別　　紙　　１

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

計 左　側 右　側 計

－２．５０×２ ５．００ － －

左　側

トンネル部分
－ － － － －

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０×２ ５．００ － － －



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

川島インターチェンジ（仮称）

桶川ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

７，２９６ 百万円（消費税込み）

接続の位置

埼玉県比企郡川島町

別　　紙　　１

他の道路の

一般国道２５４号 立体接続

埼玉県桶川市大字川田谷

接続の方法 備　　　考

路線名

平面接続

大字中山

一般国道１７号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 埼玉県比企郡川島町大字中山（STA76+60）から埼玉県比企郡川島町大字三保谷宿（STA112+69）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県比企郡川島町大字三保谷宿（STA112+69）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA122+40）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA122+40）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA124+12）まで

平成 年 月 日

二 埼玉県桶川市大字川田谷（STA124+12）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA133+43)まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２２ ２ １５

２１ ４ １

２１ ４ １

２１ ９ １

別　　紙　　１

２２ ３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７，７１０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７，５４４ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-90



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県桶川市大字川田谷 から

埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字上大崎 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県南埼玉郡菖蒲町
大字上大崎

１０．８

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

埼玉県桶川市大字川田谷

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間

１００

埼玉県南埼玉郡菖蒲町
大字上大崎

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（長大橋） －－

右　側

－

往復分離する区間

－

左　側

－－

－

２．５０×２

－
トンネル部分

－－

５．００

別　　紙　　１

構造による区分

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －

橋梁高架部分

－５．００２．５０×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

桶川ジャンクション（仮称）

桶川インターチェンジ（仮称）

菖蒲白岡インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

６８，８６８ 百万円（消費税込み）

立体接続埼玉県南埼玉郡菖蒲町一般国道１２２号

大字台

県道川越栗橋線 立体接続

別　　紙　　１

備　　　考

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県桶川市大字加納

路線名

一般国道１７号 立体接続

接続の位置 接続の方法他の道路の



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA133+43）から埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）から埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字下栢間（STA207+88）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字下栢間（STA207+88）から埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字上大崎（STA241+72）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成２５ 年 ３ 月３１ 日

２４ ４ １

２４ ４ １

別　　紙　　１

２２ ４ １



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７４，４３８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ７２，９１４ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-91



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字上大崎 から

埼玉県久喜市大字下早見 まで

（ロ）　延　　　　長 ３．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字上大崎

埼玉県久喜市大字下早見

３．３

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字上大崎

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設　計　区　間

１００

埼玉県久喜市大字下早見

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

－－

橋梁高架部分

－

右　側

－

往復分離する区間

－

左　側左　側
摘 要

土工（掘割）部分

－
トンネル部分

－－

-

別　　紙　　１

構造による区分 往復分離しない区間

計計

－-

橋梁高架部分

（中小橋） － － －－

－

－

－

５．００２．５０×２（長大橋）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

菖蒲白岡インターチェンジ（仮称）

久喜白岡ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

２１，９６４ 百万円（消費税込み）

平面接続

東北縦貫自動車道弘前線

一般国道１２２号

立体接続

埼玉県南埼玉郡

菖蒲町大字台

別　　紙　　１

備　　　考他の道路の 接続の方法接続の位置

路線名

埼玉県久喜市大字下早見



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 埼玉県南埼玉郡菖蒲町大字上大崎（STA241+72）から埼玉県久喜市大字下早見（STA269+25）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県久喜市大字下早見（STA269+25）から埼玉県久喜市大字下早見（STA274+95）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１

１８ ９ １

別　　紙　　１

２２ ４

２３ ３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２４，０２６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２３，５１８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-92



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県つくば市新井 から

茨城県つくば市梶内 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで
茨城県つくば市梶内

茨城県つくば市新井

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

茨城県つくば市新井

別　　紙　　１

設　計　区　間

１００

　摘　要

茨城県つくば市梶内

４．３

用地買収工事施工

２ 車線 車線４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員

３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

橋梁高架部分

（長大橋） ――

土工（掘割）部分
３．５０ ―

（中小橋） ― ―

―
トンネル部分

計左　側

――

―

―

――

構造による区分 往復分離しない区間
摘 要

往復分離する区間

左　側

別　　紙　　１

橋梁高架部分

計

―１．７５×２

―

右　側

―

１．７５×２ ―３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

つくばインターチェンジ（仮称）

つくばジャンクション

（４）　工事予算

２，３９１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　茨城県つくば市新井（つくば料金所(仮称））

平成 年 月 日

ロ　茨城県つくば市新井（ＳＴＡ３７１+２９）から茨城県つくば市梶内（ＳＴＡ０-０７）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

２１ ４ １

２１ １０ １

県道 茨城県つくば市 平面接続

取手つくば線

茨城県つくば市

柳橋

接続の方法他の道路の

路線名

別　　紙　　１

梶内

備　　　考

立体接続常磐自動車道

接続の位置



②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２２ ３ ３１

２，６３６

２，６４５



別紙1-93



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県つくば市市之台 から

茨城県牛久市桂町 まで

（ロ）　延　　　　長 １２．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

茨城県つくば市
市之台

茨城県牛久市
桂町

１２．０

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

茨城県つくば市
市之台

用地買収工事施工

２ 車線 車線

設　計　区　間

１００

茨城県牛久市
桂町

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員

― メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

――

橋梁高架部分

右　側

―

往復分離する区間

―

左　側

―
トンネル部分

――

３．５０

別　　紙　　１

構造による区分

１．７５×２

―

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

―

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― ――

―

―

―３．５０１．７５×２（長大橋）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

つくば牛久インターチェンジ

阿見インターチェンジ（仮称）

阿見東インターチェンジ(仮称）

（４）　工事予算

３，４５４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　茨城県つくば市市之台(ＳＴＡ１５+２２）から茨城県牛久市下根町（ＳＴＡ６５+００）まで

平成 年 月 日

ロ　茨城県牛久市下根町（ＳＴＡ６５+００）から茨城県牛久市桂町（ＳＴＡ１３５+５０）まで

平成 年 月 日

県道

土浦竜ケ崎線

平面接続

阿見町大字吉原竜ケ崎阿見線バイパス

１８ ８ １６

稲岡

茨城県稲敷郡

茨城県稲敷郡 立体接続

阿見町大字小池

立体接続

別　　紙　　１

備　　　考

茨城県つくば市

接続の方法他の道路の

路線名

牛久土浦バイパス

県道

一般国道６号

接続の位置

１８ １０ １



ハ　茨城県稲敷郡阿見町大字小池（阿見料金所（仮称））

平成 年 月 日

ニ　茨城県稲敷郡阿見町大字吉原（阿見東料金所（仮称））

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３，６５３ 百万円）（消費税込み）

３，６８１

１８

別　　紙　　１

１８ ４

４ １

１９ ３ ３１

１



別紙1-94



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県牛久市桂町 から

茨城県稲敷市沼田 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

茨城県牛久市桂町

茨城県稲敷市沼田

６．０

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

茨城県牛久市桂町

用地買収工事施工

２ 車線 車線４

設　計　区　間

１００

茨城県稲敷市沼田

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員

― メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

往復分離する区間

―

左　側

３．５０

別　　紙　　１

構造による区分

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

―

右　側

―１．７５×２

― ――
トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋） ―３．５０１．７５×２

―

―

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ―３．５０ ―

――

―



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

阿見東インターチェンジ

（仮称）

江戸崎インターチェンジ

（仮称）

（４）　工事予算

２，０６３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　茨城県牛久市桂町（ＳＴＡ１３５+５０）から茨城県稲敷市沼田（ＳＴＡ１９５+３８）まで

平成 年 月 日

ロ　茨城県稲敷市沼田（江戸崎料金所（仮称））

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

接続の方法接続の位置

県道 平面接続茨城県稲敷市

沼田

２０

竜ケ崎阿見線バイパス

江戸崎新利根線バイパス

阿見町大字吉原

別　　紙　　１

立体接続茨城県稲敷郡

備　　　考他の道路の

路線名

県道

１０ １

２０ ４ １



②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２，２５３

２，２７８

２１ ３ ３１



別紙1-95



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県茂原市石神 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

　摘　要

千葉県茂原市石神

４

摘　　要

設　計　区　間

千葉県東金市丹尾

用地買収工事施工

２ 車線 車線

１００

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県東金市丹尾

千葉県茂原市石神

２１．６

別　　紙　　１



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

－

橋梁高架部分

（長大橋） －－３．５０

－

－

１．７５×２

１．００×２

左　側

－
土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

－ －

別　　紙　　１

構造による区分
摘 要

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２ ３．５０

１．７５×２

－

－

右　側

往復分離する区間

左　側計

２．００
トンネル部分

－－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

東金インター・ジャンクション

（仮称）

東金インター・ジャンクション

（仮称）

茂原北インターチェンジ（仮称）

茂原長南インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２３，３９０ 百万円（消費税込み）

（茂原・一宮・大原道路）

千葉県茂原市上太田

立体接続

立体接続

接続の位置

千葉県東金市山台

備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

他の道路の

立体接続

市道５１６４号線

立体接続県道五井本納線

一般国道４０９号 千葉県長生郡長南町坂本

路線名

一般国道１２６号 千葉県東金市丹尾



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　千葉県東金市丹尾（ＳＴＡ０－０１）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ１０＋２０）まで

平成 年 月 日

ロ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ１０＋２０）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ１０＋５０）まで

平成 年 月 日

ハ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ１０＋５０）から千葉県大網白里町南玉（ＳＴＡ５７＋２３）まで

平成 年 月 日

ニ　千葉県大網白里町南玉（ＳＴＡ５７＋２３）から千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０９＋２０）まで

平成 年 月 日

ホ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０９＋２０）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４０＋００）まで

平成 年 月 日

ヘ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４０＋００）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１５５＋６０）まで

平成 年 月 日

ト　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１５５＋６０）から千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５６＋９０）まで

平成 年 月 日

１９

別　　紙　　１

２１ １０ １

２２ ４ １

２１ １０ １

５ １

２１ １０ １

２２ ７ １

２１ １０ １



チ　千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５６＋９０）から千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５７＋１０）まで

平成 年 月 日

リ　千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５７＋１０）から千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２６，４４３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２５，８４３ 百万円）（消費税込み）

３１

２２ １０ １

２１ １０ １

２３ ３

別　　紙　　１



別紙1-96



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県茂原市石神 から

千葉県木更津市下郡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

千葉県茂原市石神

千葉県木更津市下郡

２１．３

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

千葉県茂原市石神

用地買収工事施工

２ 車線 車線

１００

千葉県木更津市下郡

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

１．７５×２ －－

－

右　側

－

往復分離する区間

－

－

－

－

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２ ３．５０

２．００
トンネル部分

－－

－３．５０

別　　紙　　１

構造による区分

１．７５×２

１．００×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茂原長南インターチェンジ（仮称）

市原南インターチェンジ（仮称）

木更津インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１３，９７４ 百万円（消費税込み）

一般国道２９７号

一般国道４１０号バイパス

千葉県市原市田尾

路線名

一般国道４０９号

（茂原・一宮・大原道路）

別　　紙　　１

千葉県長生郡長南町坂本 平面接続

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の

立体接続

立体接続千葉県木更津市下郡



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋００）まで

年 月 日

ロ　千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋００）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ３０３＋８４）まで

年 月 日

ハ　千葉県市原市田尾（ＳＴＡ３０３＋８４）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８０）まで

年 月 日

ニ　千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８０）から千葉県木更津市真里谷（ＳＴＡ３６７＋６２）まで

年 月 日

ホ　千葉県木更津市真里谷（ＳＴＡ３６７＋６２）から千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４２９＋１７）まで

年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

別　　紙　　１

平成

２２ ３ ３１

平成

平成

平成

平成

２０ １０ １

２１ ８ １

２０ １０ １

２１ ４ １

２１ ８ １



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１４，８０７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １４，５５６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-97



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県木更津市下郡 から

千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

千葉県木更津市下郡

千葉県木更津市犬成犬成笹子
両村新田

７．１

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

千葉県木更津市下郡

用地買収工事施工

４ 車線 車線

１００

千葉県木更津市犬成犬成笹子
両村新田

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

１．７５×２ －

－

右　側

－

往復分離する区間

－

－

－

－

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

－
トンネル部分

－－

－５．００

別　　紙　　１

構造による区分

２．５０×２

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

木更津インターチェンジ（仮称）

木更津ジャンクション

（４）　工事予算

９，５６７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４２９＋１７）から千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４３１＋９２）まで

平成 年 月 日

ロ 千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４３１＋９２）から千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５２＋００）まで

平成 年 月 日

ハ 千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５２＋００）から千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５３＋００）まで

平成 年 月 日

１８ ４ １７

１８ ７ １

１８ ９ １

立体接続笹子両村新田

千葉県木更津市犬成犬成 平面接続

路線名

一般国道４１０号バイパス

別　　紙　　１

千葉県木更津市下郡

他の道路の

平面接続

接続の位置 備　　　考接続の方法

東関東自動車道千葉富津線



ニ 千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５３＋００）から千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６７＋００）まで

平成 年 月 日

ホ 千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６７＋００）から千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６９＋００）まで

平成 年 月 日

へ 千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６９＋００）から千葉県木更津市伊豆島（ＳＴＡ４７８＋６０）まで

平成 年 月 日

ト 千葉県木更津市伊豆島（ＳＴＡ４７８＋６０）から千葉県木更津市笹子（ＳＴＡ４８２＋００）まで

平成 年 月 日

チ 千葉県木更津市笹子（ＳＴＡ４８２＋００）から千葉県木更津市犬成（ＳＴＡ４９２＋４０）まで

平成 年 月 日

リ 千葉県木更津市犬成（ＳＴＡ４９２＋４０）から千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田（ＳＴＡ５００＋０３）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

別　　紙　　１

１８ ７ １

１６ １ ２６

１８ ９ １

１８ ７

１６ ７ １２

１

１８ ４ １７



②工事の完成予定年月日

千葉県木更津市下郡から千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田まで

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９，１９３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ８，８６８ 百万円）（消費税込み）

１９ ３ ３１

別　　紙　　１



別紙1-98



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市稲荷木

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

市川インターチェンジ

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置

稲荷木

接続の方法 備　　　考

路線名

県道市川浦安線 千葉県市川市 立体接続



（４）　工事予算

１，４５５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７７３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，７２８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２ ７ ３

２１ ３ ３１



別紙1-99



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

別　　紙　　１



（４）　工事予算

１７，６４０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２１，００１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １９，９９６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２ ７ ３

２８ ３ ３１



別紙1-100



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県千葉市花見川区

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

別　　紙　　１



（４）　工事予算

７，００３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，７６６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ４，７３４ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２ ７ ３

２０ ９ ３０



別紙1-101



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

６

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

４．２

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

用地買収工事施工

６ 車線 車線

８０

６車線化
神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

１．７５×２

－

右　側

－

往復分離する区間

－

０．７５

－

－

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

－
トンネル部分

１．５００．７５

－５．００

別　　紙　　１

構造による区分

２．５０×２

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

堀口能見台インターチェンジ

（４）　工事予算

１６８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

金沢区能見台東

立体接続

立体接続

市道堀口第５３１号 神奈川県横浜市 立体接続

市道長浜第９９号

他の道路の

路線名

市道長浜第５６号

接続の位置 備　　　考接続の方法

別　　紙　　１

金沢区並木三丁目

平面接続

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

神奈川県横浜市

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

（首都高速道路湾岸線）

県道高速湾岸線

　３ １２ １７

２８ 　３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３４５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３３５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-102



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県千葉市中央区生実町

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１６号 千葉県千葉市中央区生実町 立体接続 蘇我インターチェンジ改築 

他の道路の路線名 備　　　考接続の方法接続の位置

別　　紙　　１



（４）　工事予算

４，８３４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，９７７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，９７２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

７ ３ ３１

１９ ３ ３１



別紙1-103



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号

（有料道路名　：　仙台北部道路）

（２）　工事の箇所

宮城県多賀城市市川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

接続の方法 備　　　考

利府ジャンクション立体接続

他の道路の

路線名

一般国道４５号

接続の位置

別　　紙　　１

利府町加瀬

宮城県宮城郡



（４）　工事予算

１，７００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，２２０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２，１２９ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３１

２３ ４ １

２７ ３



別紙1-104



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２６号

（有料道路名　：　千葉東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県山武市松尾町谷津 まで

（ロ）　延　　　　長 １５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

　摘　要

４車線化事業

千葉県山武市松尾町谷津

４

摘　　要

設　計　区　間

千葉県東金市丹尾

用地買収工事施工

４ 車線 車線

１００

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県東金市丹尾

千葉県山武市松尾町谷津

１５．７

別　　紙　　１



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 - メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

計

－

橋梁高架部分

（長大橋） －

２．５０×２

－

左　側

－

２．５０ １．２５

－

－３．５０

－ －

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

５．００

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

３．７５

別　　紙　　１

構造による区分
摘 要

右　側

往復分離する区間

左　側計

－
トンネル部分

－－

１．７５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

山武成東インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

（４）　工事予算

１７，７３８ 百万円（消費税込み）

立体接続

立体接続

立体接続

（東京湾横断・木更津東金道路）

立体接続

（銚子連絡道路）

備　　　考接続の方法接続の位置

別　　紙　　１

立体接続

一般国道４６８号

千葉県東金市山台

他の道路の

県道成東酒々井線

路線名

千葉県山武市矢部

千葉県東金市丹尾

東金市道５１４６号線
東金インター・ジャンクション（仮称）

県道成田松尾線 千葉県山武市松尾町谷津

平面接続

一般国道１２６号 千葉県山武市松尾町谷津



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２１，５３７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２０，５５０ 百万円）（消費税込み）

３ ３１

１２ ７ ３

別　　紙　　１

３３



別紙1-105



１．工事の内容 　

（１）　路線名

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 から

まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１

一般国道１２７号

千葉県南房総市高崎

千葉県南房総市検儀谷

２．２



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

８０

　摘　要設　計　区　間 用地買収工事施工

車線

千葉県
南房総市高崎

２ 車線

摘　　要

付加車線事業
千葉県

南房総市検儀谷

４

千葉県
南房総市高崎

千葉県
南房総市検儀谷

２．２

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

－－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０１．７５×２

３．５０

１．７５×２

１．５０×２ ３．００

３．５０ －－

０．７５×２ １．５０

－－

－－

－

－

左　側
摘 要

往復分離する区間

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計 左　側 右　側

－

別　　紙　　１

構造による区分

３．５０

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

２５５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県南房総市高崎(STA.58+25）から千葉県南房総市検儀谷(STA.80+50）まで

平成 年 月 日

ロ 千葉県南房総市市部(STA.68+60）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

７ ３１

別　　紙　　１

-

備　　　考

--

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

１４ ９ ２

２０ ９ ３０

１８



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３９４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３８２ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１



別紙1-106



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２７号

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）　工事の箇所

千葉県南房総市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（４）　工事予算

９４９ 百万円（消費税込み）

別　　紙　　１



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，１６３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，１４２ 百万円）（消費税込み）

２４ ３ ３１

２

別　　紙　　１

平成 １４ ９



別紙1-107



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６６号

（有料道路名　：　第三京浜道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県川崎市宮前区野川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

野川インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

宮前区野川

路線名

市道尻手黒川線 神奈川県川崎市



（４）　工事予算

１７，２７７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２，６５９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １２，１８８ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

６２ １２ ２６

２５ ３ ３１



別紙1-108



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

東京都西多摩郡日の出町平井 から

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 まで

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

別　　紙　　１



（４）　工事予算

１，５７２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８７１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，７９３ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

６１ １２ １

２５ ３ ３１



別紙1-109



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

埼玉県狭山市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

別　　紙　　１



（４）　工事予算

３，９００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，５４６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ３，５２５ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１４ ３ ８

２０ ９ ３０



別紙1-110



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

埼玉県久喜市大字下早見

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

別　　紙　　１

他の道路の路線名 接続の位置

（首都圏中央連絡自動車道）

接続の方法 備　　　考

一般国道４６８号 埼玉県久喜市大字下早見 平面接続



（４）　工事予算

１９，４４０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２２，７８２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２１，６６６ 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１８ ９ １

２５ ３ ３１



別紙1-111



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

茨城県稲敷市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

別　　紙　　１



（４）　工事予算

１，２０２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　茨城県稲敷市月出里(ＳＴＡ１６４+７０）から茨城県稲敷市蒲ヶ山（ＳＴＡ１７４+２４）まで

平成 年 月 日

ロ　茨城県稲敷市沼田（ＳＴＡ１８４+３０）から茨城県稲敷市沼田（ＳＴＡ１９５+３８）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，４８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １，４２２ 百万円）（消費税込み）

２５ ３ ３１

別　　紙　　１

２４ ４ １

１１０２４




